
20.  8.  15

退
職
時
の
手
続
き
を

お

忘

れ

な

く

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
は
、

２０

６０

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
き
、

ご
自
身
で
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
社

な
ど
を
退
職
し
、
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
な
く

な
っ
た
方
は
、保
険
年
金
課（
市

役
所
１
階
）
で
加
入
の
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
同
日
を

も
っ
て
再
就
職
し
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る

方
を
除
き
ま
す
）。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
ま
た

は
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
る
場

合
は
、
国
民
年
金
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
配
偶
者
の

勤
務
先
を
通
じ
て
加
入
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課�
４

７
０
・
７
７
３
２
、
ま
た
は
武

蔵
野
社
会
保
険
事
務
所�
０
４

２
２
・
５
６
・
１
４
１
１
へ
。
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市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
に
基

づ
く
公
募
市
民
に
よ
る
市
民
環
境

会
議
を
昨
年
５
月
に
発
足
さ
せ
、

現
在
、
さ
ら
に
水
と
み
ど
り
部
会
、

く
ら
し
部
会
、
環
境
広
報
部
会
の

３
部
会
を
設
置
し
、
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

く
ら
し
部
会
で
は
、「
食
事
を
し

な
が
ら
食
育
（
食
と
環
境
）
を
学

ぼ
う
〜
使
っ
た
食
材
か
ら
フ
ー
ド

マ
イ
レ
ー
ジ
を
つ
く
る
〜
」
と
題

し
、
食
材
は
、
ど
こ
で
生
産
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
家
庭
ま
で
届

く
の
か
、
日
常
生
活
で
必
要
な
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
を
使
う
こ

と
が
地
球
の
環
境
に
ど
う
影
響
し
、

そ
れ
が
家
計
と
ど
の
よ
う
に
関
係

が
あ
る
か
、
世
界
地
図
を
見
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
緒
に
推
進
し
て
く
だ

さ
る
推
進
員
と
、
一
緒
に
学
び
た

い
と
思
う
参
加
者
の
募
集
を
し
ま

す
。

　
【
募
集
】
①
推
進
メ
ン
バ
ー
（
く

ら
し
部
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
活
動

し
た
い
方
）
②
参
加
者
（
受
講
し

た
い
方
）

　
【
対
象
】
い
ず
れ
も
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
方

　
【
実
施
時
期
】
夏
期
・
冬
期
の
年

２
回
を
予
定
（
日
時
は
、
参
加
者

と
調
整
の
上
、
決
定
）。

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
説
明
会
開
催
日
】
８
月　

日
２３

（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時
半

　
【
場
所
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室　

　

申
し
込
み
は
８
月　

日
（
水
）

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
に
「
①

推
進
メ
ン
バ
ー
ま
た
は
②
参
加
者

希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
２

０
３
―
８
５
５
５
、

本
町
３
ノ
３
ノ
１
、

市
役
所
環
境
政
策
課

内
市
民
環
境
会
議
く

ら
し
部
会
あ
て
郵
送

を
。
電
子
メ
ー
ル
も

可
。

　

詳
し
く
は
同
課�

４
７
０
・
７
７
５
３

へ
。

　◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

　

今
回
の
募
集
住
宅
は
単
身
者
向

け
の
み
で
す
。

　
【
募
集
住
戸
】幸
町
一
丁
目
＝
１

戸
、
中
央
町
二
丁
目
＝
１
戸

　
【
申
し
込
み
資
格
】次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
。

　

①　

歳
以
上
の
単
身
者
②
市
内

６５

に
３
年
以
上
居
住
③
所
得
が
定
め

ら
れ
た
基
準
額
内
で
あ
る
④
住
宅

に
困
っ
て
い
る
⑤
現
在
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
に
住
ん
で
い
な
い
⑥
暴
力
団

員
で
な
い

　
【
申
込
用
紙
等
の
配
布
】８
月　
１８

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）
に
、
都

２２

市
計
画
課
（
市
役
所
５
階
）、
上
の

原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連

絡
所
で

　

申
し
込
み
は
８
月　

日
（
火
）

２６

ま
で
に
（
必
着
）、
募
集
案
内
に
折

り
込
み
の
申
込
用
紙
・
申
込
封
筒

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２

０
３
―
８
５
５
５
、
本
町
３
ノ
３

ノ
１
、
市
役
所
都
市
計
画
課
計
画

調
整
係
あ
て
郵
送
を
。
窓
口
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・
７

７
６
２
へ
。

　

国
・
都
・
市
等
の
行
政
機
関
や

　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
公
共
性
の
高
い

JR法
人
、
公
的
行
政
機
関
か
ら
委
任

さ
れ
補
助
金
を
受
け
て
い
る
法
人

等
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
行
政
相
談

委
員
」
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
相
談
費
用
は
、
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
開
設
日
時
】８
月　

日（
金
）午

２２

後
１
時
半
〜
４
時

　
【
開
設
場
所
】イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

滝
山
店
（
滝
山
四
丁
目
）
正
面

（
北
口
）
入
り
口
横

　
【
行
政
相
談
委
員
】
小
山
正
勝

（
小
山
、�
４
７
１
・
３
９
５
５
）、

篠
宮
松
美
（
南
町
、�
４
６
５
・

１
８
３
９
）、
岡
部
佳
子
（
幸
町
、

�
４
７
４
・
０
３
７
９
）
の
各
氏

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
人
権
・

市
民
相
談
担
当�
４
７
０
・
７
７

７
７
へ
。

更

新

し

ま

す 

�障
 

受

給

者

証

　

�障
 

（
都
の
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
）
は
、
下
表
の
所
得
制

限
基
準
額
を
も
と
に
、
所
得
の
判

定
を
行
い
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
９
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

る
�障
 

を
８
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

（
所
得
超
過
の
方
等
を
除
く
）。

　

現
在
�障
 

を
お
持
ち
で
な
い
方
で

受
給
資
格
が
生
じ
た
方
は
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
が
無
い
場
合
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

�障
 

は
所
得
や
住
民
税
の
課
税
状

況
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
自
己

負
担
（
保
険
診
療
分
）
が
１
割
も

し
く
は
「
０
」
に
な
る
制
度
で
す
。

　

�障
 

の
対
象
者
は
、
各
種
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
①
身
体
障
害

者
手
帳
１
〜
２
級
、
内
部
障
害
３

級
、
②
愛
の
手
帳
１
、
２
度
の
方

で
す
（
所
得
制
限
あ
り
、
上
表
参

照
）。
な
お
、　

歳
以
上
で
初
め
て

６５

①
②
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

方
、
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
、

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
を
受
給
し
住
民
税
が
課

税
の
方
、
�乳
 

（
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
）
を
受
給
し
て
い
る
方
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
（
�乳
 

が
消
滅
し

た
方
は
�障
 

を
申
請
で
き
る
か
障
害

福
祉
課�
４
７
０
・
７
７
４
７
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
小
学
生
〜
中
学
生
の
障

害
者
が
�障
 

を
受
給
し
た
場
合
、
す

で
に
�子
 

（
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
制
度
）
を

お
持
ち
の
方
は
、

子
育
て
支
援
課
助

成
係
（
市
役
所
２

階
、�
４
７
０
・
７
７
３
６
）
へ

�子
 

を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
管
理
係

�
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

難
病
者
福
祉
手
当

　

市
で
は
、
難
病
に
か
か
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
難
病
者
福
祉
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
は
、
都
で
実
施
し
て

い
る
難
病
医
療
費
等
助
成
制
度
の

対
象
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
在
宅

の
方
で
、所
得
制
限
限
度
額
内（
上

表
参
照
）
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

手
当
額
は
月
額
５
０
０
０
円
で
、

支
給
月
は
６
月
、
９
月
、　

月
、

１２

３
月
の
年
４
回
で
す
。
た
だ
し
、

「
児
童
育
成
手
当
の
障
害
手
当
」、

「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
」、「
障

害
者
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い

る
方
、
施
設
入
所
の
方
は
、
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
は
障
害
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

現
在
受
給
中
の
方
は
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
地
域
支

援
係�
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　

世
界
人
権
宣
言　

周
年
と
各
種

６０

の
人
権
啓
発
事
業
を
組
み
合
わ
せ

た
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
８
月　

日
（
土
）
午
前

２３

　

時
〜
午
後
５
時
、　

日
（
日
）

１０

２４

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　
【
会
場
】
都
庁
、
新
宿
駅
西
口
広

場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　
【
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
】郷
土
芸

能
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ

ー
ト
、
物
産
展
、
大
道
芸
ほ
か

　
【
主
催
】
都
、
法
務
省
、
文
部
科

学
省
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
、
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
セ

ン
タ
ー
ほ
か

　
【
協
賛
】国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ

ー
ほ
か

　

詳
し
く
は
都
総
務
局
人
権
部
人

権
施
策
推
進
課�
０
３
・
５
３
８

８
・
２
５
８
８
へ
。

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

地
域
の
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
楽
し
い
遊
び
の
一
日
を
過
ご

す
集
い
で
す
。
中
央
公
民
館
全
館

を
使
用
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体

が
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
み

ん
な
を
待
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
、
夏
休
み

の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
【
日
時
】
８
月　

日
（
金
）
午
前

２２

　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

１５

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館

　
【
持
ち
物
】
弁
当
、
水
筒
、
敷
物

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
ペ

ア
に
な
っ
て
、
一
緒
に
遊
ん
で
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
は
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
公
民
館�
４
７
３
・
７
８
１

１
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
公
民
館
へ
。

柳
泉
園
組
合
職
員

　

柳
泉
園
組
合
で
は
、　

年
４
月

２１

１
日
に
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
【
募
集
人
員
】
一
般
職
１
人

　
【
受
験
資
格
】機
械
工
学
関
係
の

学
部
学
科
を
修
了
し
た
高
校
卒
業

以
上
で
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以

５８

降
に
生
ま
れ
た
方
（　

年
３
月
卒

２１

業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

　
【
試
験
日
】
９
月　

日
（
木
）

２５

　

申
し
込
み
は
８
月　

日
（
月
）

１８

〜
９
月
５
日
（
金
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）
に
、
履
歴
書
、
最
終
学

歴
の
卒
業
証
明
書
、
単
位
取
得
証

明
書
、
住
民
票
を
同
組
合
総
務
課

（
下
里
４
ノ
３
ノ　

）
へ
本
人
が

１０

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
組
合
総
務
課
庶
務

文
書
係�
４
７
０
・
１
５
４
５
へ
。

　９月１日（月）は、市・都民税

第２期、国民健康保険税第２期の

納期限です。最寄りの金融機関・

郵便局でお納めください。

　詳しくは納税課�４７０・７７２９へ。

納税にご協力を
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　※本人所得。ただし、�障 をお持ちで２０
歳未満の方は、国民健康保険法の世帯主
か社会保険の被保険者の所得（本人が国
民健康保険法の世帯主か社会保険の被
保険者であれば２０歳未満でも本人所得）。

�障 と難病者福祉手当の
所得制限基準額

所得額扶養親族等の人数

３,６０４,０００円０人

３,９８４,０００円１人

４,３６４,０００円２人

４,７４４,０００円３人

５,１２４,０００円４人

５,５０４,０００円５人

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅のののののののののののののののののののののシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルバババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー都営住宅のシルバー
ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアピア（高齢者集合住宅）

入居者を募集

対
象
・
所
得
制
限
基
準
額
の
確
認
を

�
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

�
難
病
者
福
祉
手
当

特
設
行
政
相
談
所

特
設
行
政
相
談
所

開
設
し
ま
す

開
設
し
ま
す

「
お
日
さ
ま
サ
ン
サ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
お
日
さ
ま
サ
ン
サ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

８
月　

日
（
金
）
開
催

２２

食
事
を
し
な
が
ら
食
育（
食
と
環
境
）を
学
ぼ
う

〜
使
っ
た
食
材
か
ら
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を
つ
く
る
〜

　

７
月　

日
、
東
久
留
米
消
防

１７

署
に
お
い
て
市
民
の
方
へ
、
市

消
防
本
部
消
防
長
か
ら
市
民
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
住
宅

火
災
に
お
け
る
初
期
消
火
お
よ

び
救
助
活
動
で
清
水
ノ
ブ
エ
さ

ん
と
横
田
美
智
子
さ
ん
、
幼
児

の
高
所
救
助
活
動
で
宮
城
豊
さ

ん
の
３
人
で
す
。

　

清
水
さ
ん
と
横
田
さ
ん
か
ら

は
、「
こ
れ
か
ら
も
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
協
力
し
合

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
の
心

強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
命

救
助
等
と
い
う
尊
い
行
為
に
対

し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

人命救助で３人の方が
市民感謝状を授与

　２００８東久留米市平和事業「平和の千羽

鶴」製作に、多くの市民の皆さんのご協

力を頂き、ありがとうございました。

　皆さんの平和への願いを込めた折り鶴

を千羽鶴に仕立て、市長のメッセージと

ともに、原爆

被爆地である

広島市と長崎

市に届けまし

た。

　詳しくは企画経営室総務課庶務担当�

４７０・７７１４へ。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和ののののののののののののののののののののの千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「平和の千羽鶴」
ご協力ありがとうございました

推
進
メ
ン
バ
ー
・
参
加
者
を
募
集


